







（年 月 日、岡崎市図書館交流プラザ /LEUDホール） 
 
はじめに‒

































































































ートを見ると、2014 年 8 月 1 日起工、竣工
予定は 2017 年 12 月 31 日となっていたので










































































































































































































































































































































































































































































































                                                   
1 荒尾精『日清貿易商会荒尾精演説筆記』石川県第一部、1889 年。 
ていくことになりますが、戦前ある時点に
おいては、このように、日中交流が同文書院
の中では完成していたのではないでしょう
か。そういった活動の末流に、愛知大学はあ
るわけです。
 では、そろそろ時間になりましたので、以
上で終わりにさせていただきます。ありが
とうございました。
 
質疑応答‒
質問：東亜同文書院の新入生は、どうやって
上海に行ったのですか。 
石田：東亜同文書院の学生は、各府県で選考
された公費生を中心に私費生や満鉄などか
らの企業派遣生もいましたが、入学する際
には必ず東京に全員が集合していました。
東京で入学式を行い、宮城、今の皇居を見学
させていただき、その後は鉄道で名古屋、京
都、大阪と移動しながら、伊勢神宮参拝や京
都御所、二条城、大阪城を見学したり、有名
な工場などの社会見学をしたりしました。
入学してすぐに国内の名所旧跡を巡る修学
旅行をする感じです。その後、神戸で乗船
し、長崎を経て上海の本校へ入るのです。海
外のことを学ぶ前に、まず日本のことをよ
く知ろうという、なかなかすぐれた入学行
事を毎年行っていました。 
 
質問：愛知大学同窓会岡山支部の有森茂生
と申します。国立国会図書館で荒尾精につ
いて検索していましたら、明治 22年 10月、
石川県で行った講演の記録を見つけました
1。その中で面白いのは、日本と清国との貿
易をする日清貿易商会の従業員が 100 人を
超えたら、亜細亜貿易商会に改組してイン
ドやアフリカ、南洋諸島にも進出するつも
りであるといっていることです。ずいぶん
と大風呂敷を広げるものだと思ったのです
図根津一院長と中国人ボーイ 名
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が、こうしたことが窺える荒尾精さんの動
きは何かありますか。 
石田：さきほどの発表の中で紹介した日清
貿易研究所といのは、今のお話に出てきた
日清商会という貿易会社の社内教育部門と
して構想されて開校しました。荒尾は、日清
貿易商会という商社を作りたかったのです
が、その頃の日本には清国との貿易業務を
こなせるような人材がまったくおらず、社
員の養成から始めたわけです。ただ、本体と
なるはずだった日清貿易商会は実現してい
ません。資金難や日清戦争がありましたし、
日清戦争直後に荒尾が急死してしまったか
らです。 
 しかし、今、有森様がご紹介くださった中
国以外にも進出しようというのは、荒尾の
持論でした。荒尾のお弟子さんに井上雅二
という人がいるのですが、この人は東南ア
ジア開拓の会社を起こしたり、ブラジル移
民を推進したりとしています。そうした活
動には師である荒尾精の影響があったよう
です。ですから、大風呂敷といえばそうなの
ですが、荒尾は真剣にそう考えていたのだ
と思います。 
 
図上海に残る東亜同文書院ゆかりの地（JRRJOHPDS）
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